
　

奄
美
医
療
生
協
で
は
、

介
護
保
険
制
度
の
改
善
や

拡
充
を
求
め
る
声
を
ま
き

お
こ
そ
う
と
毎
年
「
介
護

の
日
」
で
あ
る
11
月
11
日

を
起
点
に
し
て
、
今
年
度

も
10
月
15
日
～
11
月
15
日

の
期
間
に
「
介
護
ウ
ェ
ー

ブ
」
の
運
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
組
合
員
さ
ん

の
協
力
も
い
た
だ
き
、
奄

美
医
療
生
協
で
は
２
７
０

１
筆
の
署
名
が
集
ま
り
ま

し
た
。
私
た
ち
が
集
め
た

署
名
は
日
本
全
国
の
各
団

体
か
ら
の
署
名
と
と
も
に
、

２
０
２
４
年
6
月
に
国
会

に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
は
２
０
２
２
年
秋

に
示
さ
れ
た
「
史
上
最

悪
」
と
言
わ
れ
た
「
ケ
ア

プ
ラ
ン
の
有
料
化
」
や

「
利
用
料
2
割
負
担
の
拡

大
」
な
ど
の
改
悪
案
を
先

送
り
す
る
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。

　

改
悪
案
が
実
施
さ
れ
る

と
利
用
者
・
高
齢
者
に
さ

ら
な
る
困
難
が
生
じ
ま
す
。

高
齢
者
が
払
え
る
水
準
の

保
険
料
に
設
定
す
る
た
め

に
は
、
介
護
保
険
財
政
の

構
造
を
見
直
し
、
介
護
保

険
財
政
の
国
庫
負
担
分
を

大
幅
に
増
や
す
こ
と
が
不

可
欠
で
す
。　
　

　

一
方
で
政
府
は
「
国
家

安
全
保
障
戦
略
」
と
し

て
、
２
０
２
３
～
２
０
２

７
年
度
の
5
年
間
で
軍
事

費
を
43
兆
円
に
増
額
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
軍
事
費
で
は
な
く
、

社
会
保
障
費
の
増
額
を

！
」
憲
法
9
条
を
守
り
、

25
条
を
生
か
す
取
り
組
み

の
一
環
と
し
て
、
私
た
ち

奄
美
医
療
生
協
の
職
員
は

各
区
で
職
員
や
組
合
員
さ

ん
を
対
象
に
し
た
介
護
情

勢
を
理
解
す
る
た
め
の
学

習
会
の
開
催
や
、
介
護
事

業
の
利
用
者
や
そ
の
家
族

な
ど
対
象
に
「
介
護
の
困

り
ご
と
調
査
」、
「
介
護
保

険
制
度
の
改
善
を
求
め
る

請
願
署
名
」
な
ど
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
さ
ま
、
ご

協
力
お
願
い
し
ま
す
。

看
介
護
部
長　

與　

美
和

（1） 2024 年 11 月 1 日発行 11月号  No.227健康をつくる。平和をつくる。いのち輝く社会をつくる。

お元気ですか
発　行　者

奄美医療生活協同組合
鹿児島県奄美市名瀬長浜町8-7

電話0997-52-0585
FAX 0997-52-8881

奄美医療生協NEWS

２面
・各区組合員活動

３面
・2024 年度 上期
　理事監事事業所
　管理者研修会

４面
・北大島区
　ウォークイベント
　2024 のご案内

・生協まつりのご案内

・理事会だより

５面
・暮らしに役立つ
　制度介護保険に
　ついて

６面
・読者だより

・平和写真コンテ
　ストのご案内

・ゆいちゃんがいく

奄美医療生協の仲間と出資（2024 年 8 月末現在）　　●組合員数 22,989 人　　●出資金 378,699,153 円　　●班数 149 班

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！ 

介
護
崩
壊

２
０
２
４
年
10
月
15
日
～
11
月
15
日

介
護
ウ
ェ
ー
ブ
２
０
２
４

改悪の波を
はねかえそう！
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★班会レポートを募集しております（取材の依頼も受け付けております）。詳しくは奄美医療生協・本部まで ☎ 52-0585

　

9
月
6
日
～
7
日
に
か
け
て
、
民
医

連
の
情
報
誌
『
い
つ
で
も
元
気
』
の
取

材
陣
が
奄
美
大
島
入
り
し
、
北
大
島
区

の
班
会
と
奄
美
中
央
病
院
の
取
材
を
行

い
ま
し
た
。
班
会
取
材
の
趣
旨
は
『
中

心
部
（
名
瀬
）
か
ら
、
離
れ
た
場
所
で

開
催
さ
れ
て
い
る
班
会
』。
と
い
う
訳

で
、
笠
利
支
部
の
『
絆
の
家
』
で
開
催

さ
れ
て
い
る
『
コ
ス
モ
ス
班
』
と
、
大

和
支
部
・
名
音
集
落
の
『
テ
ィ
ダ
の
会
』

が
取
材
を
受
け
、
奄
美
中
央
病
院
で
は

平
元
院
長
ら
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

組
合
員
の
皆
さ
ん
！
『
い
つ
で
も
元

気
』
11
月
号
は
、
巻
頭
4
ペ
ー
ジ
で
創

立
70
周
年
の
『
奄
美
医
療
生
協
特
集
』

が
掲
載
さ
れ
ま
す
。
ま
だ
購
読
さ
れ
て

い
な
い
方
は
、
是
非
と
も
こ
の
機
会
に

購
読
を
お
願
い
し
ま
す
！
な
お
、
強
化

月
間
中
の
お
申
し
込
み
で
、『
元
気
ロ

ゴ
マ
ー
ク
入
り
の
ト
ー
ト
バ
ッ
ク
』
等

が
も
ら
え
ま
す
。（
早
い
者
勝
ち
で
す

の
で
、
お
早
め
に
！
）

地
域
支
援
部　

石
井　
仁
久

　

9
月
17
日（
火
）、
徳
北
支
部
の

２
０
３
０
年
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
践
と
し
て

ス
マ
ホ
教
室
を
初
開
催
し
ま
し
た
。
他

の
支
部
に
も
呼
び
か
け
組
合
員
6
名
、

職
員
1
名
の
参
加
で
し
た
。
講
師
は
、

職
員
の
知
り
合
い
の
方
が
こ
こ
ろ
よ
く

引
き
受
け
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

9
月
30
日

（
月
）
瀬
久
井

で
福
﨑
先
生
を

講
師
に
医
療
講

演
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

「
最
新
カ
テ
ー

テ
ル
治
療　

健

康
寿
命
を
の
ば

す
た
め
に
」
を

テ
ー
マ
に
組
合

　

医
福
連
の

組
合
員
交
流

研
修
会
で

も
、
班
会
等

の
組
合
員
企

画
に
も
有
効

に
使
わ
れ
て

い
る
実
践
例

が
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
回
は
、
ラ
イ
ン
の
登
録

や
操
作
方
法
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し

た
。「
楽
し
か
っ
た
。
あ
っ
と
い
う
間

に
時
間
が
過
ぎ
た
」
な
ど
感
想
も
聞
か

れ
ま
し
た
。
今
後
の
活
動
の
広
が
り
に

期
待
さ
れ
ま
す
。

地
域
支
援
部　

伊　

加
代
子

員
12
名
、職
員
3
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
演
前
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
で
は
、
普

段
測
る
こ
と
が
な
い
足
指
力
、
血
管
年

齢
測
定
を
実
施
し
た
の
で
、
測
定
結
果

に
み
な
さ
ん
興
味
津
々
で
し
た
。
ま
た

講
演
会
に
つ
い
て
は
、
班
会
で
も
顔
見

知
り
の
メ
ン
バ
ー
の
参
加
で
、
副
支
部

長
宅
で
の
開
催
で
も
あ
り
、
み
な
さ
ん

真
剣
に
聞
き
な
が
ら
も
時
々
談
笑
も

あ
っ
て
楽
し
い
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
支
援
部　

嘉
野
善
一
郎

北
大
島
区

笠
利「
コ
ス
モ
ス
班
」名
音「
テ
ィ
ダ
の
会
」

い
つ
で
も
元
気
が
取
材
！

笠
利
支
部
・
大
和
支
部

徳
之
島
北
支
部

東
方
支
部

南
大
島
区

瀬
久
井
に
て
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な

医
療
講
演
会
開
催
！

徳
之
島
以
南
区

ゆ
る
や
か
な
つ
な
が
り（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）

づ
く
り
に
有
効 

ス
マ
ホ
教
室
開
催
！

「コスモス班」

「ティダの会」
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介護疲れの際はご利用ください。　要支援１～要介護５の短期お預かりができます。    老健せとうち     ☎ 0997-73-1155

　

9
月
21
日（
土
）
上
期
理
事
・
監
事
・

事
業
所
管
理
者
研
修
会
が
理
事
監
事
25

名
、
職
員
16
名
、
組
合
員
13
名
の
参
加

で
生
協
会
館
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

研
修
会
講
演
が
、
沖
縄
「
ゆ
い
法
律

事
務
所
」
の
仲
山
忠
克
先
生
を
講
師
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
テ
ー
マ
を
「
戦
争
国

家
づ
く
り
の
急
速
化
と
奄
美
・
沖
縄
の

戦
場
化
の
危
機
～
平
和
国
家
構
築
の
為

に
何
を
す
べ
き
か
～
」
と
題
し
て
講
演

さ
れ
ま
し
た
。

　
「
憲
法
9
条
の
制
定
の
動
機
と
そ
の

思
想
」、「
沖
縄
戦
の
実
相
と
教
訓
」、

「
軍
事
力
と
軍
事
に
よ
る
平
和
」、「
日

米
安
保
の
目
的
と
役
割
」
な
ど
分
か
り

や
す
く
講
話
さ
れ
、「
自
民
党
の
憲
法

9
条
の
改
憲
案
」
や
「
台
湾
有
事
」
に

つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。
印
象
深
い
言

葉
は
「
自
衛
隊
基
地
は
入
口
は
、
自
衛

隊
だ
が
、
出
口
は
米
軍
基
地
」
奄
美
と

沖
縄
は
兄
弟
島
。
繋
が
り
を
絶
や
さ
ず

に
今
わ
た
し
た
ち
が
で
き
る
こ
と
か
ら

行
動
し
て
い
こ
う
と
先
生
は
熱
く
語
ら

れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
の
感
想
も
、「
日
本
の

軍
事
大
国
化
の
現
状
を
知
る
こ
と
が
で

き
た
」「
岸
田
政
権
の
安
保
三
文
書
の

閣
議
決
定
で
の
改
定
と
そ
の
内
容
に
つ

い
て
分
か
り
や
す
く
教
え
て
い
た
だ
い

た
」「
憲
法
9
条
に
つ
い
て
よ
く
理
解

で
き
た
」「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
話
に
希
望

が
見
え
た
」
等
、
講
演
内
容
が
分
か
り

や
す
か
っ
た
等
、
多
く
の
声
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
研
修
会
の
獲
得
目
標

に
も
あ
る
、「
今
後
の
行
動
変
革
に
繋

げ
る
」
と
し
て
実
践
に
活
か
す
こ
と
が

大
事
で
す
。

　

今
私
た
ち
は
、
9
日
、
19
日
の
ス
タ

ン
デ
ィ
ン
グ
行
動
（
歩
道
に
立
ち
、
プ

ラ
カ
ー
ド
、
ポ
ス
タ
ー
等
を
掲
げ
通
過

す
る
、
車
両
や
人
々
に
訴
え
る
行
動
）

を
継
続
し
て
行
い
、
平
和
を
全
国
の
医

療
生
協
、
民
医
連
の
仲
間
と
連
携
し
訴

え
て
い
ま
す
。
小
さ
な
行
動
で
す
が
、

改
憲
や
戦
争
に
向
か
う
政
治
へ
の
大
き

な
抑
止
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

沖
縄
で
は
、
住
民
運
動
が
自
衛
隊
訓

練
場
建
設
を
止
め
さ
せ
た
成
果
に
も
つ

な
が
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
平
和
を

創
る
草
の
根
運
動
を
大
き
く
広
げ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　

研
修
後
は
、
仲
山
先
生
を
囲
ん
で
懇

親
会
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
沖
縄
・
奄
美

の
兄
弟
島
で
の
平
和
づ
く
り
、
団
結
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

地
域
支
援
部　

福
田　
雄
樹

２
０
２
４
年
度 

上
期
理
事
・
監
事
・
事
業
所
管
理
者
研
修
会

情
勢
認
識
の
共
有
を
図
り
地
域
で
取
り
組
む
諸
活
動
の

必
要
性
を
考
え
今
後
の
行
動
変
革
に
繋
げ
る
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くらしに役立つ制度
介護保険について 介護保険が気になるけど

どうすれば利用できるの？

介護保険の対象者は？

要介護認定の申請先は？

申請のタイミングは？

要介護度とは？

65歳以上（第 1号被保険者）の方

40 歳以上65歳未満（第 2号被保険者）で特定疾病を患っている方

お住いの市町村の窓口（高齢者福祉課等）に届け出ま
しょう。

自宅で自力での生活が難しくなった時や、何かしらの原因

やきっかけで入院し退院後の生活に支障をきたすなど、こ

れまで出来ていたことが出来なくなった時に申請するケー

スが多いです。決まったタイミングはありませんので、本

人または家族が必要と感じた時に申請して下さい。

（※家族に頼ることが困難な場合は、お住いの地域包括支

 援センター、居宅介護支援事業所、介護保険施設の職員

 が代行して申請しています。）

日常生活の中でどの程度の介護（介助）を必要とするかを示す物差しです。

要介護度は大きく分けて「要支援」と「要介護」の 2種類があります。さらに細かく 8段階に分類

され、要支援 1～ 2の方は介護予防サービス、要介護 1～ 5であれば介護サービスが利用できます。

※あくまでも目安で判定基準ではありません。介護にかかる時間数や主治医の意見書をもとに認定

　審査会にて各専門家が審査し判定します。

※特定疾病一覧

　筋縮性側索硬化症	 脊髄小脳変性症	脊柱管狭窄症　　パーキンソン病関連疾患　　骨折を伴う骨粗鬆症

　閉塞性動脈硬化症	 初老期における認知症　　後縦靭帯骨化症　　慢性閉塞性肺疾患　　がん（ガン末期）

　多系統萎縮症　　早老症　　関節リウマチ　　脳血管疾患　　両側の膝関節または変形性関節症

　糖尿病性神経障害、糖尿病性腎症、糖尿病性網膜症

区　　分 心　身　の　状　況

自　立（非該当） 日常生活に支援や見守りは必要ない。

要支援 1 基本的な日常生活動作は自分で行えるが、一部動作に見守りや手助けが必要

要支援 2 筋力が衰え、歩行・立ち上がりが不安定。介護が必要になる可能性が高い。

要介護 1 日常生活や立ち上がり、歩行に一部介助が必要。認知機能低下が少しみられる。

要介護 2 要介護 1よりも日常生活動作にケアが必要で、認知機能の低下がみられる。

要介護 3
日常生活動作に全面的な介助が必要で、立ち上がりや歩行には杖や歩行器、車い
すを使用している状態。認知機能が低下し、見守りも必要になる。

要介護 4
要介護 3以上に生活上あらゆる場面で介助が必要。思考力や理解力も著しい低下
がみられる。

要介護 5 日常生活全体で介助を必要とし、コミュニケーションを取るのも難しい状態。

介護保険のことはお気軽にご相談ください

居宅介護支援事業所奄美中央病院 ☎ 0997-54-4443

生協在宅サービスセンターせとうち ☎ 0997-72-2822

介護老人保健施設せとうち ☎ 0997-73-1155

生協在宅サービスセンターとくのしま ☎ 0997-81-2755
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お元気ですかの感想・ご意見、皆さんの近況など募集しています。医療生協本部までお寄せ下さい。 ☎ 0997-52-0585

北大島区ウォークイベント 2024 のご案内

歩こう！爽やかな秋風のササント（宮古崎）

日　時　2024 年 11 月 23 日（土 勤労感謝の日）9:20 分集合 11:30 終了予定

　　　　市内より送迎バスあり（詳細はお申し込みの際ご確認下さい）

参加費　バス乗車の方（1,000 円）　※当日お支払い下さい

飲み物・昼食は各自ご準備下さい。

休憩予定の国直ビーチにて 500 円でカレー（50 食）販売します。

お申し込み方法　詳細が決まり次第ご案内いたします。

お問い合わせ　0997-52-0585（本部）　0997-52-5750（地域支援部）

生協まつりのご案内
北大島区　　１２月１日（日）
　　　　　　 会場：奄美川商ホール（旧文化センター）

　お問い合わせ　0997-52-0585（医療生協　本部）

南大島区　　１１月２４日（日）
　　　　　　 会場：古仁屋小中学校体育館

　お問い合わせ　0997-72-0107（南大島診療所）

徳之島以南区　１１月２４日（日）　9：00 ～ 12：00
　　　　　　　 会場：徳之島町体育センター

　お問い合わせ　0997-83-2131（徳之島診療所）

無料健康チェック、ミニ
運動会、各支部からの
唄や踊り等楽しい企画を
実行委員会にて計画中。
決まり次第各区お知らせ
いたします。
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参考：みんなで学ぶ医療福祉生協 
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やることはいっぱいだ 

全
国
ス
ロ
ー
ガ
ン
は 

創
立
７
０
周
年
を
迎
え
ま
す 

③ 

※
創
立
は
３
法
人
の
原
点
奄
美
診
療
所 

奄
美
医
療
生
活
協
同
組
合
は
今
年 

新
し
い
組
合
員
さ
ん
、
新
入
職
員
に 

な
ぜ
協
同
組
合
な
の
か
協
同
組
合
と
は 

 
けでなく利益を出 

知
っ
て
ほ
し
い
協
同
組
合
の
話 

奄
美
市
（
旧
名
瀬
）
・
瀬
戸
内
・
徳
之
島 

康
会
議
、
南
大
島
保
健
生
協
、
徳
之
島
医 

を
拠
点
と
す
る
３
法
人
（
財
）
奄
美
健 

す
た
め
に
自
発
的
に
手
を
結
ん
だ
人
々 

療
生
協
が
合
併
し
1990
年
に
奄
美
医
療
生 

協
と
な
り
ま
し
た 

共
同
で
所
有
し
民
主
的
に
管
理
す
る
事 

業
体
を
通
じ
、
共
通
の
経
済
的
・
社
会 

的
・
文
化
的
ニ
ー
ズ
と
の
願
い
を
満
た 

の
自
発
的
な
組
織 

事
業
を
通
じ
て
「
組
合
員
の
願
い
を 

満
た
す
こ
と
」
を
目
的
と
し
た
組
織 

で
す 

事
業
と
運
動
を
自
分
た
ち
で
創
る 

同
組
合
法
）
に
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す 

私
達
の
活
動
は
生
協
法
（
消
費
生
活
協 

る
と
言
う
こ
と
で
す 

言
い
換
え
れ
ば
法
律
で
保
証
さ
れ
て
い 

生
協
法
の
規
定
内
で
あ
れ
ば
自
分
た
ち 

の
願
い
を
満
た
す
た
め
の
事
業
と
運
動 

を
、
自
分
た
ち
で
創
る
こ
と
が
で
き
他 

の
団
体
と
連
携
し
ま
ち
づ
く
り
の
活
動 

主
人
公
は
常
に
組
合
員 

越
え
て
こ
れ
た
70
年 

こ
れ
か
ら
も
・
・ 

の
質
を
向
上
さ
せ
て
き
た
組
織 

組
合
員
の
願
い
を
協
同
の
力
で
取
り
組
み 

医
療
・
介
護
の
専
門
家
の
知
識
と
地
域
住 

民
の
く
ら
し
の
知
恵
を
融
合
し
て
、
事
業 

民
主
的
な
管
理
運
営
を
貫
い
て
き
た
か
ら 

民
医
連
・
医
療
生
協
だ
か
ら
苦
難
を
乗
り 

医療・介護事業だ 

く、願いを満たす 

すことも目的でな 

ことが目的 

地 理 的 な 離 島 は あ っ て も 　 人 の 生 命 に 離 島 が あ っ て は な ら な い

2024 年度
平和写真コンテスト 写真募集
テーマ：見ているだけで平和を感じる写真

応募方法
《メール》honbu@amami-hca.sakura.ne.jp
へ添付して送ってください。
ＳＤカード等の記録媒体：メールが送れない方
は最寄りの医療生協の事業所でファイルを送っ
てもらって下さい。
応募締め切り：2024年 10月 31日
　コンテストは、今年秋の「生協まつり」で
掲示、シール投票で抽選します。入賞者へは、
賞品を準備します。

2024 年度 平和写真コンテスト
エントリー作品紹介

※紙面の都合で一部紹介します。選考は全作品対象です。

平和写真コンテストへの応募ありがとうござい
ます。10 月末が締め切りとなります。沢山の
ご応募をお待ちしております。よろしくお願い
致します。
コンテストは、北大島区生協まつり（12 月 1
日）にてシール投票を行います。（エントリー
は南大島区、徳之島以南区の方も可能です）投
票数順位で決めますが、入賞は一人 1 作品と
させていただきます。エントリーは何作品でも
可能です。

道端の天使

新たにエントリーがあった作品

川でランチ 初秋の夕暮れ

いばらの妖精

しゃわっしゃわ～


